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新
し
い
年
の
初
め
に
あ
た
り
、
 

町
民
の
皆
様
の
御
多
幸
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
 

  　
昨
年
は
 

　
七
月
の
町
長
選
挙
に
よ
る
町

政
の
交
代
を
は
じ
め
、
八
月
三

十
日
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で

は
、
自
由
民
主
党
政
権
か
ら
民

主
党
連
立
政
権
へ
と
政
権
が
交

代
す
る
な
ど
、
歴
史
的
な
年
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
世
界
的
な
景
気
減
速

の
影
響
で
、
県
内
経
済
を
け
ん
 

                 引
し
て
き
た
大
手
の
製
造
業
な

ど
が
相
次
い
で
大
規
模
な
人
員

削
減
や
配
置
転
換
を
行
う
な
ど
、
 

大
変
厳
し
い
雇
用
・
所
得
情
勢

が
続
き
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
町
内

で
も
感
染
が
拡
が
り
ま
し
た
。
 

　
一
方
、
本
町
は
昭
和
二
十
九

年
に
一
町
九
カ
村
が
合
併
し
、

西
会
津
町
と
し
て
町
制
を
施
行

以
来
、
五
十
五
周
年
を
迎
え
ま

し
た
。
こ
の
記
念
す
べ
き
節
目

の
年
に
あ
た
り
、
多
く
の
町
民

の
皆
様
や
先
人
各
位
が
英
知
と
 

                 努
力
を
積
み
重
ね
築
い
て
ま
い

り
ま
し
た
歴
史
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
本
町
の
新
し
い
時
代
、
 

未
来
を
創
造
す
る
出
発
点
と
位

置
づ
け
た
「
町
制
施
行
五
十
五

周
年
記
念
式
典
」
を
盛
大
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

  　
地
方
自
治
体
を
 

　
　
　
取
り
巻
く
情
勢
 

　
さ
て
、
今
日
の
地
方
自
治
体

を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
鳩
山
政

権
に
お
い
て
「
地
域
の
こ
と
は
、
 

そ
こ
に
住
む
住
民
が
決
め
、
活
 

気
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
の『
地
域
主
権
』改
革
」
 

が
推
進
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
り
、
 

地
方
自
治
は
、
今
ま
さ
に
、
大

き
な
変
革
の
局
面
を
迎
え
て
い

ま
す
。
 

　
私
は
、町
長
就
任
以
来
、「
町

民
の
皆
さ
ん
と
の
対
話
」
「
地

域
経
済
の
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
「
み
ん
な
の
声
を
聞
く
町

政
」
を
政
治
の
基
本
理
念
に
掲

げ
『
西
会
津
の
新
し
い
時
代
を

創
る
』
た
め
、
町
政
を
運
営
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

　
年
頭
に
あ
た
り
、
本
年
、
重

点
的
に
推
進
し
た
い
具
体
的
な

政
策
等
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆

様
に
ご
説
明
を
申
し
上
げ
、
ご

理
解
を
賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

  　
産
業
振
興
策
 

　
ま
ず
、
「
産
業
振
興
策
」
に

つ
い
て
で
す
が
、
中
山
間
地
域

で
は
地
域
の
産
業
を
リ
ー
ド
で

き
る
規
模
の
大
き
な
企
業
等
が

存
在
し
な
い
中
で
、
地
域
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
行
政

の
果
た
す
役
割
が
非
常
に
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
国
外
へ
の
生
産
移
管

が
進
み
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
 

有
力
企
業
を
誘
致
す
る
政
策
が

極
め
て
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
地
域
内
の
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
、
新
た
な

企
業
や
産
業
を
生
み
出
す
と
い

う
内
発
的
な
発
展
の
方
法
が
地

域
経
済
の
再
生
に
は
不
可
欠
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
本
町
は
、
飯
豊
山
や
渓
流
な

ど
四
季
を
彩
る
美
し
い
自
然
、

史
跡
、
名
勝
な
ど
、
数
多
く
の

地
域
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
地
域
資
源
を
有
効
活
用

し
た
経
済
活
性
化
策
と
し
て
、

「
農
業
体
験
」
「
農
家
民
宿
」

な
ど
の
体
験
・
滞
在
型
観
光
の

振
興
、
観
光
を
取
り
入
れ
た
グ

リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
等
で
都
市

部
と
の
交
流
人
口
の
増
加
を
図

り
、
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、
史
跡
・
宿
場
・
渓
流
・
 

景
勝
地
を
結
ぶ
道
を
造
り
、
新

た
な
観
光
資
源
を
発
掘
す
る
な

ど
均
衡
あ
る
地
域
整
備
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
商
店
街
活
性
化
対

策
と
し
て
、
後
継
者
の
育
成
と

商
店
街
町
並
改
善
事
業
を
推
進

し
、
商
店
街
へ
の
誘
客
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
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基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
業
に

お
い
て
は
、道
の
駅「
よ
り
っ
せ
」
 

で
、
新
た
に
一
般
野
菜
の
販
売

を
取
り
扱
い
、ま
た
、ミ
ネ
ラ
ル

野
菜
の
拡
充
や
菌
床
シ
イ
タ
ケ

の
生
産
拡
大
な
ど
、
農
家
所
得

の
向
上
を
目
指
し
て
生
産
者
と

共
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

　
一
方
、
町
で
造
ら
れ
る
民
芸

品
、
桐
材
加
工
品
、
食
材
加
工

品
等
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る

と
と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
に

努
め
ま
す
。
 

　
こ
の
ほ
か
、
新
規
事
業
に
参

入
す
る
事
業
者
、
こ
れ
か
ら
起

業
す
る
方
に
対
し
て
の
支
援
制

度
の
創
設
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。
 

  　
雇
用
対
策
 

　
全
国
的
な
雇
用
情
勢
の
悪
化

が
現
在
も
続
い
て
い
る
中
、
本

町
で
は
一
人
で
も
多
く
の
雇
用
 

の
確
保
を
図
る
た
め
、
県
の
緊

急
雇
用
創
出
基
金
事
業
を
最
大

限
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
町

単
独
の
雇
用
対
策
事
業
に
よ
り
、
 

雇
用
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
失
業
者
並
び
に
企
業

の
支
援
を
行
う
た
め
、
経
済
振

興
課
・
商
工
観
光
係
に「
雇
用
対

策
窓
口
」を
設
置
し
ま
し
た
。今
 

後
、
従
来
行
っ
て
い
た
業
務
に

加
え
、
失
業
者
に
対
す
る
情
報

提
供
や
失
業
に
伴
う
生
活
相
談

な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
強

化・充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 
本
年
も
、
県
の
緊
急
雇
用
創

出
基
金
事
業
等
を
活
用
し
、
引

き
続
き
雇
用
対
策
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
人
づ
く
り
と
 

　
　
安
全
安
心
な
生
活
の
保
障
 

 
少
子
化
に
つ
い
て
は
、
全
国
 

的
に
も
大
変
深
刻
な
問
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
、
少
子
化
・
若
者
定
住

対
策
の
一
環
と
し
て
、
子
育
て

を
支
援
す
る
た
め
、
保
育
所
入

所
児
童
二
人
目
以
降
の
保
育
料

を
無
料
と
す
る
な
ど
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。
 

　
ま
た
、新
た
に
結
婚
祝
金
制
度
 

を
創
設
し
、
十
万
円
も
し
く
は

定
住
促
進
住
宅
等
の
家
賃
六
ヶ

月
分
を
支
給
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

　
次
に
、「
人
づ
く
り
」に
つ
い

て
で
す
が
、
小
学
校
の
適
正
配

置
に
つ
い
て
は
、子
ど
も
の
立
場
 

を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、町
民
の
 

皆
様
に
、よ
り
多
く
の
情
報
を
開
 

示
し
て
い
き
ま
す
。そ
し
て
、全
 

町
民
が
こ
の
課
題
に
対
す
る
共

通
認
識
を
持
っ
た
上
で
、
小
学

校
の
適
正
配
置
を
進
め
、
心
豊

か
で
文
化
的
な
教
育
環
境
の
整

備
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
 

 　
国
際
芸
術
村
事
業
 

 
国
際
芸
術
村
事
業
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
事
業
を
見
直
し
、

外
国
の
み
な
ら
ず
、
国
内
に
も

広
く
芸
術
家
を
公
募
し
、
町
に

根
ざ
す
よ
う
な
芸
術
家
と
の
交

流
を
進
め
ま
す
。
 

  　
福
祉
医
療
対
策
 

 
「
福
祉
医
療
対
策
」
で
は
、

へ
き
地
に
居
住
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
等
、
交
通
弱
者
の
通

院
や
外
出
時
等
の
足
の
確
保
と

し
て
、福
祉
タ
ク
シ
ー﹇
仮
称
﹈

の
運
行
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

  　
行
財
政
改
革
の
推
進
 

 
以
上
の
政
策
等
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
は
、
中
長
期
的
な

視
点
に
立
っ
た
効
率
的
な
行
政

運
営
が
必
要
で
す
。
 

　
こ
の
た
め
、
町
の
行
政
組
織

の
見
直
し
を
は
じ
め
、
事
務
事

業
の
見
直
し
、
行
財
政
改
革
を

積
極
的
に
推
進
し
、
財
源
を
確

保
し
な
が
ら
、
新
た
な
産
業
振

興
、
雇
用
対
策
な
ど
、
実
現
可

能
な
も
の
か
ら
順
次
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

 　
本
年
も
引
き
続
き
、「
町
民
の

皆
さ
ん
と
の
対
話
を
重
視
す
る

こ
と
」
、
「
開
か
れ
た
町
政
運

営
」
、
そ
し
て
「
行
財
政
改
革

の
推
進
」
の
三
点
を
基
本
姿
勢

に
、
『
み
ん
な
の
声
が
響
く
町

政
の
実
現
』
に
向
け
て
、
誠
心

誠
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
の
皆
様
の
特
段
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷

心
よ
り
お
願
い
を
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し

ま
す
。
 

「みんなの声が響くまち」を目指して 

道の駅よりっせ 

町民懇談会 

町制施行５５周年記念式典 

雇用対策窓口 

保育所の様子 
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上
野
　
三
枝
子
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　〈
橋
屋
〉
 

　夫婦二人、健康で元気に過ごせればと思います。 
　また、町から耐雪型パイプハウスを借りられること 
になったので、これまで以上にキュウリ作りをがんば 
りたいと思います。 

市
橋
　
富
美
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　〈
上
野
尻
〉
 

　体力の低下も気になるところなので、子どもと走っ 
たりして体を動かす時間を多く持ち、健康な１年にし 
たいです。 

小
島
　
綾
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　〈
９
町
内
２
〉
 

　レストラン櫟に入社して今年で４年目になりました。 
健康で安全・安心な食事作りを通して地域に貢献して 
いきたいと思います。 

目
黒
　
輝
夫
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　〈
牛
尾
〉
 

　多くの人との出逢いを楽しみに、毎日健康に注意し 
ながら、忙しく働きたいです。 

いちい 

片
岡
　
利
勝
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　
ハ
ル
子
さ
ん
（
昭
和
　
年
）
 

　
　
　〈
塩
〉
 

　７２歳になりますが、一日一日を楽しく暮らし、健 
康で仕事にも励みたいと思います。（利勝さん） 
　夫婦仲良く、毎日楽しく暮らしたいと思います。ま 
た、輪投げもがんばりたいと思います。（ハル子さん） 

長
谷
沼
　
雅
子
さ
ん
（
平
成
　
年
）
 

　
　
　
〈
高
目
〉
 

長
谷
沼
　
愛
香
さ
ん
（
平
成
　
年
）
 

　
　
　
〈
小
清
水
〉
 

　今年は６年生になるので、下級生の面倒をみて、上 
級生らしく生活したいです。勉強は算数をがんばりた 
いです。（雅子さん） 
　今、漢字検定６級なので、今年は５級を目指して国 
語、特に漢字をがんばりたいです。（愛香さん） 

1010

37

13
13

25

49

61
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名誉町民第１号となった新田正夫さん 

　
町
制
施
行
　
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
と
、
平
成
　
年
度
自
治
功
労
者
表
彰
 

式
を
、
自
治
区
長
大
会
及
び
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
と
あ
わ
せ
て
、
　
月
　
 

日
、
西
会
津
中
学
校
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
 

町
制
施
行
　
周
年
記
念
式
典
・
自
治
功
労
者
表
彰
式
 

自
治
区
長
大
会
・
納
税
貯
蓄
組
合
長
大
会
 

55
55

11

29

21

記念講演 

　　　西会津を支える元気な町民 
　　　　　　　　　株式会社ジェイティービー 

　　　　　　　　　常務取締役　清水愼一　氏 
 
 
 
 
 
 
 
 
　式典終了後、株式会社ジェイティービー常務 
取締役の清水愼一氏を講師に招き「西会津を支 
える元気な町民」と題した記念講演が行われま 
した。 
　講演の中で清水氏は「少子高齢化は避けられ 
ず、２０年後は暗い町になりかねません。明る 
い未来のために、町の自然環境を生かし、都会 
の子どもを受け入れ民泊させる、西会津流グリ 
ーンツーリズムに町全体で取り組みましょう。 
　そのためには、具体的な目標の設定や住民の 
方や役場職員の意識を改革し、着実に進めてい 
くことが必要です。｣と述べました。 

            　
昭
和
　
年
７
月
１
日
に
１
町
９
カ
村
が
合
併

し
て
誕
生
し
た
西
会
津
町
も
、
今
年
で
　
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
式
典
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で

の
町
の
歩
み
に
つ
い
て
、
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
制
作
し
た
「
軌
跡
　

愛
　

希
望
に
向
か
っ
て
」

と
題
し
た
ビ
デ
オ
が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
小
山
自
治
区
長
 

　
　
小
野
木
　
秀
　
一
（
小
　
山
）
 

 　
小
屋
自
治
区
長
 

　
　
宮
　
澤
　
秀
　
夫
（
小
　
屋
）
 

  ■
納
税
貯
蓄
組
合
長
永
年
勤
続
者
 

【
　
年
勤
続
】
 

　
弥
平
四
郎
第
二
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
小
　
椋
　
勝
　
美
（
弥
平
四
郎
）
 

 【
　
年
勤
続
】
 

　
上
野
尻
６
の
１
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
三
　
留
　
市
　
二
（
上
野
尻
）
 

 【
　
年
勤
続
】
 

　
小
杉
山
納
税
貯
蓄
組
合
長
 

　
　
田
　
崎
　
ヒ
サ
子
（
小
杉
山
）
 

 自
治
功
労
者
表
彰
 

 ■
特
別
功
労
表
彰
 

　
前
西
会
津
町
長
 

　
　
山
　
口
　
博
　
續
（
森
　
野
）
 

　
　
　
町
長
　
　
年
 

  感
謝
状
贈
呈
 

 ■
自
治
区
長
永
年
勤
続
者
 

【
５
年
勤
続
】
 

　
安
座
自
治
区
長
 

　
　
安
　
部
　
憲
　
司
（
安
　
座
）
 

 　
戸
中
自
治
区
長
 

　
　
石
　
井
　
光
　
登
（
戸
　
中
）
 

            　
式
で
は
伊
藤
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
長

年
に
わ
た
り
町
の
発
展
と
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

方
々
の
功
績
を
た
た
え
、
名
誉
町
民
顕
彰
、
自

治
功
労
者
表
彰
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

　
名
誉
町
民
顕
彰
で
は
、
萱
本
自
治
区
出
身
で

様
々
な
寄
附
を
通
じ
、
町
の
教
育
・
学
術
文
化

の
振
興
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
新
田
正
夫
さ

ん
に
、
第
１
号
と
な
る
名
誉
町
民
の
称
号
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
６
期
　
年
に
わ
た
り
町
長
を
務
め
、

町
の
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
山
口
博
續
前

町
長
に
特
別
功
労
表
彰
が
、
行
政
と
納
税
に
献

身
的
に
貢
献
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
自
治
区
長
と
納

税
貯
蓄
組
合
長
の
永
年
勤
続
者
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

   　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
敬
称
略
〕
 

 名
誉
町
民
顕
彰
 

　
　
新
　
田
　
正
　
夫
（
横
浜
市
）
 

24

201510

29

55
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議事を進行する小瀧会長 

    ５
校
を
１
校
に
 

 　
前
回
、
委
員
全
員
で
確
認
さ
れ
た
、
「
教
育

委
員
会
か
ら
示
さ
れ
た
、
基
本
的
方
針
」
を
た

た
き
台
に
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
、
１

点
目
の
方
針
で
あ
る
「
１
校
に
統
合
し
た
い
」

に
対
し
、
委
員
か
ら
は
「
過
去
２
回
の
審
議
会

で
１
校
に
統
合
す
る
と
い
う
委
員
の
コ
ン
セ
ン

サ
ス
は
で
き
て
い
る
。
」
「
分
校
、
２
校
、
１

校
な
ど
の
過
程
を
経
る
な
ら
ば
、
１
つ
に
し
て

平
等
な
機
会
を
子
ど
も
た
ち
に
与
え
る
べ
き
」

な
ど
賛
成
の
意
見
が
相
次
ぎ
、
「
１
校
に
統
合

す
る
」
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

         保
護
者
説
明
会
の
報
告
 

　
 

　
報
告
事
項
で
は
、
佐
藤
晃
教
育
長
か
ら
、
　

月
　
日
か
ら
　
月
４
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
保

護
者
へ
の
説
明
会
の
概
要
が
説
明
さ
れ
、
そ
の

感
想
と
し
て
「
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
教
育
委

員
会
の
基
本
的
方
針
を
概
ね
肯
定
的
に
受
け
止

め
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
真
摯
に
統
合
に
向
け

た
建
設
的
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
の
報
告
が
さ

れ
ま
し
た
。
 

　
 統

合
を
決
定
 

 　
議
事
で
は
、
先
ず
、
小
瀧
会
長
か
ら
「
前
回

ま
で
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
と
統
合
そ
の

も
の
に
反
対
の
ご
意
見
は
な
い
」
と
の
確
認
が

な
さ
れ
、
審
議
会
の
総
意
と
し
て
「
統
合
」
を

前
提
に
議
事
を
進
め
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
 

        　
第
３
回
目
の
会
議
で
は
、
は
じ
め
に
、
小
瀧

信
孝
会
長
か
ら
「
前
回
ま
で
の
審
議
内
容
を
踏

ま
え
、
共
通
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
精
力
的

に
審
議
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
」
と
の
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。
 

「
小
学
校
適
正
配
置
（
統
合
）
 

　
　
　
　
の
基
本
的
方
針
」
（
教
育
委
員
会
）
 

１
　
本
町
の
将
来
を
担
う
か
け
が
え
の
な
い
児
 

　
　
童
に
、
一
定
集
団
（
　
人
〜
　
人
）
の
も
 

　
　
と
で
よ
り
効
果
的
に
学
力
を
身
に
つ
け
さ
 

　
　
せ
、
豊
か
な
人
間
性
・
社
会
性
を
育
成
す
 

　
　
る
た
め
、
１
校
に
統
合
し
た
い
。
 

２
　
本
県
が
全
国
に
先
駆
け
て
実
施
し
た
小
学
 

　
　
校
１
学
年
・
２
学
年
、
中
学
校
１
学
年
の
 

　
　
「
　
人
学
級
」
の
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
 

　
　
よ
う
、
中
学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
た
教
 

　
　
育
（
小
中
連
携
教
育
）
を
推
進
す
る
た
め
、
 

　
　
校
舎
の
位
置
は
西
会
津
中
学
校
に
隣
接
し
 

　
　
た
場
所
と
し
た
い
。
 

３
　
児
童
の
発
達
段
階
に
十
分
配
慮
し
、
遠
距
 

　
　
離
通
学
児
童
は
小
学
生
専
用
の
ス
ク
ー
ル
 

　
　
バ
ス
で
送
迎
し
た
い
。
 

11

27

12

よ
り
よ
い
環
境
の
中
で
教
育
を
 

　
第
３
回
小
学
校
適
正
配
置
審
議
会
の
会
議
が
、
　
月
　
日
（
月
）
交
流
物
産
館
 

「
よ
り
っ
せ
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
今
回
の
会
議
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら
町
内
５
つ
の
小
学
校
で
行
わ
れ
た
保
護
 

者
説
明
会
の
概
要
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
議
事
で
は
「
町
内
の
小
学
校
を
１
校
に
 

統
合
す
る
」
な
ど
、
よ
り
具
体
的
な
事
項
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
 

21

12

20

...

30

30
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次
回
は
通
学
対
策
な
ど
を
               「

新
築
で
西
会
津
中
学
校
の
隣
接
地
」
を
確
認

し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
 

 次
回
の
会
議
 

 　
教
育
委
員
会
の
基
本
的
方
針
の
３
点
目
の
「
遠
 

距
離
通
学
児
童
は
専
用
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
を

含
め
た
課
題
に
つ
い
て
、
審
議
を
進
め
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

 【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
　
教
育
課
学
校
教
育
係
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
６
 

　
　
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
　
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
４
５
３
６
 

     校
庭
な
ど
立
派
な
附
属
施
設
も
共
用
で
き
る
。」
 

と
の
意
見
や
、「
小
規
模
校
の
現
状
を
考
え
れ
ば

完
成
す
る
の
を
待
て
る
状
況
に
な
い
。
」
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
委
員
か
ら
「
財
政
的
に
も
苦
し
い
中

で
新
校
舎
の
建
設
と
な
る
と
相
当
の
年
月
を
要

す
る
。
そ
れ
ま
で
の
間
、
仮
の
校
舎
と
し
て
使

え
る
施
設
は
ど
こ
か
。
」
と
の
質
問
に
対
し
、

佐
藤
教
育
長
か
ら
は
「
仮
の
話
で
は
あ
り
ま
す

が
、
可
能
な
と
こ
ろ
は
耐
震
工
事
が
完
了
す
る

野
沢
小
学
校
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
は
、
 

新
校
舎
完
成
を
待
て
る
状
況
に
あ
り
ま
せ
ん
。

仮
の
の
校
舎
で
も
早
急
に
ス
タ
ー
ト
し
た
い
。

当
然
そ
の
場
合
は
、
新
た
な
学
校
と
し
て
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
校
名
・
校
歌
・

校
旗
な
ど
を
新
た
に
作
成
す
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
 

　
さ
ら
に
、「
大
急
ぎ
で
新
校
舎
を
造
る
べ
き
。

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
学
力
を
持
つ
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
は
、
小
中
一
貫
で
同
じ
敷
地
の
中
に
小
・

中
学
校
が
あ
る
。
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

た
が
、
急
ぐ
余
り
拙
速
に
な
ら
な
い
よ
う
に
進

め
る
こ
と
と
し
、
今
回
の
審
議
会
で
は
、
統
合

時
期
は
「
早
急
に
」
、
統
合
場
所
に
つ
い
て
は
 

     早
　
急
　
に
 

 　
２
点
目
と
し
て
、
教
育
委
員
会
方
針
に
は
示

さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
関
連
性
が
あ
る
と
の
こ

と
か
ら
「
統
合
時
期
」
と
、「
統
合
場
所
」
に
つ

い
て
の
討
議
が
行
わ
れ
、
委
員
か
ら
は
「
小
中

連
携
や
一
貫
教
育
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
西

会
津
中
学
校
の
そ
ば
に
建
設
す
る
の
が
ベ
ス
ト
。
 

4545
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■
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
土
曜
診
療
に
従
事
す
る
医
師
の
特
別
勤
務
 

　
　
手
当
を
新
た
に
支
給
す
る
た
め
の
改
正
 

■
町
税
特
別
措
置
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
企
業
立
地
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
免
除
 

　
　
の
根
拠
法
と
し
て
企
業
立
地
促
進
法
を
加
 

　
　
え
る
た
め
の
改
正
 

■
町
へ
き
地
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
同
一
世
帯
か
ら
二
人
以
上
保
育
所
を
利
用
 

　
　
し
て
い
る
場
合
の
二
人
目
以
降
の
保
育
料
 

　
　
を
無
料
に
す
る
た
め
の
改
正
 

■
町
出
産
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
出
産
祝
金
　
万
円
を
、出
生
時
に
　
万
円
、
 

　
　
２
歳
の
誕
生
日
に
　
万
円
、
小
学
校
入
学
 

　
　
時
に
　
万
円
と
分
け
て
支
給
す
る
た
め
の
 

　
　
改
正
 

■
町
敬
老
祝
金
等
支
給
条
例
の
一
部
改
正
 

　
○
特
別
敬
老
祝
金
の
１
０
０
万
円
を
　
万
円
 

　
　
と
し
、
医
療
及
び
生
活
支
援
と
し
て
毎
年
 

　
　
　
万
円
を
支
給
す
る
た
め
の
改
正
 

■
平
成
　
年
度
補
正
予
算
 

　
○
一
般
会
計
〜
町
道
野
沢
柴
崎
線
橋
梁
工
事
 

　
　
の
工
事
費
や
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
接
 

　
　
続
工
事
費
の
追
加
計
上
な
ど
 

　
○
特
別
会
計
〜
下
水
道
施
設
事
業
特
別
会
計
 

　
　
な
ど
３
会
計
 

■
地
域
活
力
基
盤
創
造
交
付
金
事
業
町
道
野
沢
 

　
柴
崎
線
橋
梁
（
下
部
工
）
工
事
請
負
契
約
の
 

　
変
更
 

　
○
工
法
の
変
更
に
よ
る
工
事
費
の
追
加
 

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合
整
備
計
画
 

　
に
変
更
 

　
○
携
帯
電
話
基
地
局
施
設
２
カ
所
を
過
疎
対
 

　
　
策
事
業
債
か
ら
辺
地
対
策
事
業
債
へ
変
更
 

■
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更
 

　
○
西
会
津
診
療
所
に
超
音
波
診
断
装
置
１
台
 

　
　
と
大
腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
１
台
を
追
加
 

 町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
し
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

　
今
後
と
も
「
み
ん
な
の
声
が
響
く
町
政
」
の

実
現
に
向
け
制
度
を
運
用
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
 

◆
行
政
組
織
の
見
直
し
 

　
町
の
行
政
組
織
は
、
平
成
　
年
４
月
か
ら
町

長
部
局
５
課
２
室
と
教
育
委
員
会
部
局
１
課
と

し
、
組
織
を
簡
素
化
し
た
大
課
制
を
導
入
し
ま

し
た
。
 

　
そ
れ
か
ら
約
４
年
が
経
過
し
、
各
課
等
が
抱

え
る
問
題
点
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ヒ
ア

リ
ン
グ
等
を
行
っ
た
結
果
、
「
柔
軟
な
人
員
配

置
」
に
つ
い
て
は
十
分
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た

が
「
課
名
が
わ
か
り
に
く
い
」
な
ど
、
い
く
つ

か
の
課
題
・
問
題
点
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
、「
柔
軟
な
人
員
配
置
」
 

の
基
本
的
な
考
え
は
継
承
し
つ
つ
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
視
点
に
立
っ
た
「
わ
か
り
や
す
い
組
織
」
 

「
利
用
し
や
す
い
組
織
」
に
重
点
を
置
い
て
見

直
し
を
行
う
こ
と
と
し
、
平
成
　
年
４
月
か
ら

新
組
織
へ
移
行
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案
 

 ■
町
結
婚
祝
金
支
給
条
例
 

　
○
結
婚
し
、本
町
に
居
住
す
る
新
婚
夫
婦
に
、
 

　
　
　
万
円
も
し
く
は
定
住
促
進
住
宅
等
の
家
 

　
　
賃
６
カ
月
分
を
支
給
す
る
た
め
の
条
例
 

■
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正
 

　
○
町
の
行
政
組
織
を
４
月
１
日
か
ら
新
組
織
 

　
　
へ
移
行
す
る
た
め
の
改
正
 

■
附
属
機
関
の
設
置
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
 

　
改
正
 

　
○
附
属
機
関
や
審
議
会
等
の
統
廃
合
や
人
数
 

　
　
等
の
見
直
し
を
す
る
た
め
の
改
正
 

       町

政

主

要

事

項

報

告
 

 ◆
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
 

　
総
合
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

う
え
で
最
も
上
位
に
位
置
す
る
計
画
と
し
て
、

平
成
　
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
策

定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
 

　
「
総
合
計
画
検
討
会
議
」
と
役
場
内
部
組
織

の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
と
が
連
携
し
て

ま
と
め
た
素
案
を
も
と
に
調
整
を
加
え
、
総
合

計
画
案
と
し
て
ほ
ぼ
ま
と
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
町
民
懇
談
会
」
を
町
内
５
会
場
で
開
催
し
た

ほ
か
、
「
意
見
公
募
」
を
行
い
、
い
た
だ
い
た

ご
意
見
を
踏
ま
え
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
今
後
は
、
町
議
会
議
員
の
皆
様
と
の
意
見
交

換
、
町
振
興
開
発
審
議
会
で
の
審
議
を
経
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
機
会
に
町
議
会
へ
提
案
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

◆
町
民
提
案
制
度
 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に
反
映
さ
せ
る

町
民
提
案
制
度
と
し
て
「
町
長
へ
の
お
た
よ
り
」
 

を
　
月
　
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ま
で
に
　
名
の
方
か
ら
　
件
に
の
ぼ
る

提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
反
響
の
大
き
さ
を

実
感
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
必
要
性
を
再
認

識
し
ま
し
た
。
 

　
提
案
の
内
容
は
、
身
近
な
課
題
か
ら
町
全
体

に
関
わ
る
も
の
ま
で
、
幅
広
い
視
点
で
の
提
案

で
、
こ
れ
ら
の
提
案
に
対
し
検
討
を
行
い
、
で

き
る
だ
け
早
く
回
答
す
る
と
と
も
に
、
概
要
を
 

議
会
報
告
 

議
会
報
告
 

22
11

21

17

10

50

30

16
21

22

10

20

20

47
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はい　・　いいえ 

はい　・　いいえ 

はい　・　いいえ 

はい　・　いいえ 

はい　・　いいえ 

 

階段を手すりや壁をつたわらずに登れる 

椅子に座った状態から何もつかまらずに 
立ち上がれる 

１５分位続けて歩ける 

この１年間に転んだことがない 

転ぶことに対して不安はない 

地域での「元気アップ教室」 

【足の振り上げ】（太ももの後ろ、お尻の筋力をきたえる） 
　①背筋を伸ばし、腰の位置を固定する。 
　②お尻の下のほうに力を入れる。 
　③３秒かけて足を後ろへ上げる。 
　④３秒かけて足を下ろす。 
　※前かがみになったり、腰を 
　　そらさないように。 
左右５回ずつから始め、慣れたら回数を増やしましょう。 

※「いいえ」が３つ以上になった方は、運動（筋力の向上）が必要 
　です。 

～いつまでもいきいきと暮らしていくために～ 

                       楽
し
く
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
 

 　
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
つ
づ
け
る
た
め

に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
組
む
仲
間
作
り
も

大
切
で
す
。
 

　
上
の
写
真
は
、
健
康
運
動
推
進
員
が
運
動
を

紹
介
す
る
「
元
気
ア
ッ
プ
教
室
」
で
す
。
 

　
老
人
ク
ラ
ブ
や
自
治
区
単
位
で
希
望
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
の
で
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
町
保
健
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
―
２
３
０
６
 

筋
力
向
上
は
何
歳
か
ら
で
も
可
能
 

 　
筋
力
は
、
何
も
し
な
け
れ
ば
年
々
減
っ
て
い

き
ま
す
。
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
、
積
極
的
な
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
え
ば
、
筋
力
の
低
下
を

防
ぎ
、
増
強
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
 

 痛
み
が
あ
る
人
の
運
動
は
 

 　
ひ
ざ
･
腰
の
痛
み
や
何
ら
か
の
病
気
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
運
動
を
し
な
け
れ
ば
、
筋
力

は
低
下
す
る
一
方
で
す
。
痛
い
か
ら
す
べ
て
の

運
動
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
状

態
に
応
じ
て
運
動
を
行
う
こ
と
で
、
痛
み
が
軽

減
し
た
り
、
症
状
が
改
善
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
 

　
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
 

ま
ず
は
運
動
を
や
っ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
 

　
た
だ
し
、
や
り
す
ぎ
は
禁
物
で
す
の
で
、
ほ

ど
ほ
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

47

　
　
月
　
日
、
３
歳
児
４
名
を
対
象
に
健
 

康
診
査
を
行
っ
た
結
果
、
虫
歯
の
な
い
子
 

は
１
名
で
し
た
。
 

11

18

高松　宙くん 
（西林東・梓） 

そら 
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みんなの広場 みんなの広場 
三
留
　
里
美
 

　
　
〔
上
野
尻
〕
 
さ ん 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
西
会
津
中
学
校
図
書
館
会
員
の
方
に
、
お
気
に
 

入
り
の
図
書
館
蔵
書
を
一
冊
紹
介
し
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
 

　
今
月
は
、
群
岡
小
学
校
事
務
員
の
佐
藤
幸
子
さ
ん
に
お
勧
め
の
一
冊
 

を
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
「『
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
夜
に（
ナ
ン
シ
ー
・
テ
ィ
ル
マ
ン
　
朝
日
新
 

聞
出
版
）』
こ
の
本
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で（
親
が
子
ど
も
に
読
ん
 

で
あ
げ
た
ら
感
動
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
。）お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。」
 

　
　
子
ど
も
よ
り
自
身
が
絵
本
に
は
ま
っ
て
い
る
と
い
う
佐
藤
さ
ん
に
、
 

　
こ
の
本
が
ど
ん
な
本
か
尋
ね
る
と
 

　
「
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
内
田
恭
子
さ
ん
が
翻
訳
し
た
絵
本
で
、
す
べ
て
 

の
命
は
特
別
で
か
け
が
え
の
な
い
も
の
。
あ
な
た
が
生
ま
れ
た
夜
は
世
 

界
中
の
す
べ
て
が
祝
福
し
て
く
れ
た
の
よ
。
と
い
う
お
話
」
 

と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
印
象
に
残
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
 

　
「
ひ
と
り
ひ
と
り
特
別
な
大
切
な
命
だ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
 

ま
す
。
北
極
ぐ
ま
の
や
さ
し
い
目
が
と
て
も
印
象
的
で
す
。
き
っ
と
、
 

子
ど
も
た
ち
に
も
心
に
残
る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
」
 

と
の
こ
と
で
す
。
 

　
最
後
に
「
絵
も
物
語
も
や
さ
し
さ
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
心
穏
や
か
に
 

な
れ
ま
す
。
命
の
大
切
さ
、
そ
し
て
大
人
が
日
々
の
生
活
の
中
で
忘
れ
 

か
け
て
い
る
大
切
な
こ
と
を
気
付
 

か
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
 

す
。」「
絵
本
は
絵
を
楽
し
む
こ
と
 

が
で
き
、
短
い
物
語
の
中
に
と
て
 

も
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
 

も
の
心
が
育
つ
の
は
も
ち
ろ
ん
、
 

絵
本
を
見
て
い
る
と
大
人
も
癒
さ
 

れ
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
し
た
時
間
で
 

も
読
め
る
の
で
、
忙
し
い
方
に
も
 

お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
大
人
の
方
 

も
絵
本
を
楽
し
ん
で
み
て
く
だ
さ
 

い
。
」
 

と
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　大出　伸男さん（12月号から） 
◆  メッセージ  ◆ 
　子どもたちがご指導いただいたこと感謝し 
ています。いつも笑顔でご活躍ください。 

あなたの趣味は？ 
　読書、花を育てること 
 
あなたの特技は？ 
　お菓子作り、清掃（物を 
見つけるのが得意） 
 
あなたのモットーは？ 
　可能性を信じよう 
 
これからやってみたいことは？ 
　自分の時間がもどってき 
たら、のんびりと電車で旅 
行をしてみたい。 

熱中していることは？ 
　毎日の子どもたちのお弁当作り 
（おいしくて、栄養バランスよく、 
安全なお弁当作り） 
 
自分を一言で表現するとしたら？ 
　元気！ 
 
最近感動したことは？ 
　子どもたちの部活の大会を観戦 
（野球）、鑑賞（合唱）。その真剣な 
姿に涙が出ました。 
 
次の方を紹介してください。 
　S・Uさん（上小島） 

あ
な
た
の
宝
物
は
？
 

『
フ
ル
ー
ト
』
 

　
「
小
学
校
の
と
き
か
ら
、
や
り
た
い
 

　
　
と
思
っ
て
い
た
楽
器
で
し
た
。
６
 

　
　
年
生
の
と
き
、
両
親
に
た
の
ん
で
 

　
　
も
夢
が
か
な
わ
ず
、
就
職
し
て
す
 

　
　
ぐ
ロ
ー
ン
で
買
い
ま
し
た
。
独
学
 

　
　
な
の
で
ヘ
タ
で
す
。
」
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　１１月２７日、東北電力㈱喜多方営業所の高澤 
所長と㈱ユアテック若松営業所の荒所長が町長室 
を訪れ、町に街路灯を寄贈されました。 
　今回寄附いただいたのは、街路灯１２基と工事 
費一式で、高澤所長と荒所長から伊藤町長へ目録 
が手渡されました。 
　寄贈いただいた街路灯は、要望があった自治区 
へ設置されます。 

　地域の美化団体と町、県が連携して道路の清掃 
美化活動を行い道路環境の保全に取り組むことを 
目的とした「うつくしまの道・サポート制度」の 
合意書調印式が１２月９日、交流物産館よりっせ 
で行われました。 
　この制度では、美化団体は道路の花上や除草な 
どを行い、町は連絡調整と収集ごみなどの処分、 
そして建設事務所は活動用品の貸与や活動をＰＲ 
する表示板の設置などを行います。 
　今回合意した美化団体は黒沢自治会と百花道八 
重窪愛護会で、黒沢の渡部区長と八重窪の武藤区 
長、伊藤町長、そして大石喜多方建設事務所長が 
合意書に調印しました。 

まちの 

話題 
まちの 

話題 
　平成２１年度ヘルパー養成研修（２級課程）の 
閉講式が１１月２７日に町公民館で行われました。 
１３０時間にもおよぶ講義や実技などを修了した 
２０名を代表して、丹藤浩正さん（８町内）に伊 
藤町長から修了証明書が手渡されました。 
　今後、修了された方々の活躍が期待されます。 

　
西
会
津
高
校
の
２
年
生
　
人
を
 

対
象
と
し
た
、
平
成
　
年
度
企
業
 

見
学
会
が
　
月
　
日
に
行
わ
れ
ま
 

し
た
。
 

　
こ
の
見
学
会
は
、
町
と
町
商
工
 

会
の
主
催
、
西
会
津
工
業
会
と
西
 

会
津
高
校
の
共
催
で
、
町
内
企
業
 

へ
の
若
年
労
働
者
の
就
業
と
定
住
 

化
を
目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
見
学
の
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
 

Ｊ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
会
津
㈱
西
会
津
工
場
と
 

㈱
会
津
技
研
の
２
社
で
、
各
企
業
 

の
方
か
ら
職
場
状
況
や
業
務
内
容
 

に
つ
い
て
丁
寧
な
説
明
が
さ
れ
、
 

参
加
し
た
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表
 

情
で
見
学
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
 

　
　
月
５
日
、
第
　
回
少
年
 

の
主
張
大
会
が
町
公
民
館
で
 

開
催
さ
れ
、町
内
の
小
・
中
・
 

高
校
生
　
人
が
自
ら
の
体
験
 

を
と
お
し
、
自
分
の
夢
や
抱
 

負
、
日
頃
感
じ
て
い
る
こ
と
 

を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
 

　
発
表
を
聞
こ
う
と
会
場
に
 

は
１
５
０
人
が
訪
れ
、
思
い
 

の
込
め
ら
れ
た
発
表
に
真
剣
 

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
 

68

21

18

12

12

18

11
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生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

生
涯
学
習
マ
ス
コ
ッ
ト 

　
マ
ナ
ビ
ィ 
″ 

″ 

　みなさん、あけましておめでとうございます。 

　新年を迎え、昨年、公民館の講座に参加された方々から、今年への意気込みを 

感じる年賀状が届きましたので紹介します。 

　
　
月
　
〜
　
日
、
福
島
県
体
育
指
導
委
員
研
究
大
会
が
白
河
市
 

で
開
催
さ
れ
、
町
体
育
指
導
員
の
田
中
英
喜
さ
ん
が
長
年
の
功
績
 

が
認
め
ら
れ
『
福
島
県
体
育
指
導
員
委
員
連
絡
協
議
会
功
労
者
表
 

彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
　
月
６
日
に
は
、
郡
山
市
で
福
島
県
卓
球
協
会
設
立
　
 

周
年
記
念
式
典
が
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
席
上
、
卓
球
の
 

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
本
町
か
ら
は
佐
藤
重
雄
 

さ
ん
が
『
福
島
県
卓
球
協
会
表
彰
』
を
受
賞
し
ま
し
た
。
 

11

27
12

80

28 田
中
さ
ん
　
佐
藤
さ
ん
　
お
め
で
と
う
！！
 

　多くの皆さんの支えがあり、 
『福島県卓球協会表彰』を受賞 
することができました。皆さん 
に感謝します。今後も基本を大 
切にして、子どもたちを心豊か 
な人に育て指導していきたいと 
思います。 

佐
藤
　
重
雄
さ
ん
 

　
　
　
　
（
上
小
島
）
 

　先輩、地域の皆さんのご支援 
により、今回受賞することがで 
き、大変感謝しています。これ 
からも、地域での各種スポーツ 
の振興に向け、微力ながら努力 
していきたいと思います。 
 

田
中
　
英
喜
さ
ん
 

 
 
 
 
（
６
町
内
）
 

子
育
て
サ
ー
ク
ル
 

『
お
い
で
お
い
で
』
 

　
　
　
　
　
　
黒
沢
　
渡
部
多
恵
子
さ
ん
 

歳
百
合
学
園
生
と
な
り
て
 

　
　
　
　
　
　
宝
川
　
佐
藤
　
孝
八
さ
ん
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群岡地区バレーボール大会 

　町教育委員会では、平成２年度より 
『西会津町史』の発刊を行ってきまし 
たが、今回をもって全１３冊すべての 
町史が完成しました。 
　今回は、明治から平成までの激動の 
時代を振り返る内容で、皆さんの父母、 
祖父母、曽祖父母など記憶の中の人々 
が登場する生活感あふれる一冊となっ 
ています。ぜひ、ご購読ください。 
頒 布 価 格　　６，５００円 
町内頒布価格　　５，５００円 
【申し込み・問い合わせ先】 
　西会津町教育委員会 
　　　　　　　　　　４５－３２４４ 

    　
こ
の
ほ
ど
、
町
内
各
地
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

第
　
回
群
岡
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

◆
　
月
　
日
（
日
）
旧
群
岡
中
学
校
体
育
館
 

　
○
男
子
　
　
優
　
勝
　
上
野
尻
Ｃ
 

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
下
野
尻
Ａ
 

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
徳
　
沢
・
上
野
尻
Ａ

　
○
女
子
　
　
優
　
勝
　
下
野
尻
 

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
上
野
尻
Ｃ
 

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
上
野
尻
Ａ
Ｂ
連
合
 

奥
川
地
区
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

◆
　
月
　
日
（
日
）
旧
奥
川
中
学
校
体
育
館
 

　
　
　
　
　
　
優
　
勝
　
豊
　
島
 

　
　
　
　
　
　
準
優
勝
　
飯
里
飯
沢
連
合
 

　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
高
陽
根
 

                     　
明
る
く
さ
わ
や
か
な
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う

学
校
を
目
指
し
て
、町
内
の
小
・
中
学
校
で
は
、
 

毎
朝
『
あ
い
さ
つ
運
動
』
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

　
あ
い
さ
つ
は
人
間
社
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
基
本
で
す
。
そ
し
て
、
地
域
に
お
け
る

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
、
よ
り
よ
い
地

域
社
会
づ
く
り
と
明
る
く
健
や
か
な
子
ど
も
た

ち
の
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
。
 

　
学
校
だ
け
で
な
く
家
庭
や
地
域
で
、
大
人
も

子
ど
も
も
気
軽
に
あ
い
さ
つ
を
交
わ
す
町
に
し

ま
し
ょ
う
。
 

　
明
る
く
安
心
な
町
づ
く
り
は
、
一
人
一
人
の

小
さ
な
実
践
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
 

    　
町
公
民
館
奥
川
分
館
で
は
、　
月
　
日（
日
）
 

に
、
生
涯
学
習
発
表
会
（
芸
能
の
部
）
を
開
催

し
、
会
場
と
な
っ
た
奥
川
小
学
校
体
育
館
に
は
、
 

芸
能
愛
好
家
の
方
な
ど
、
１
３
０
名
が
訪
れ
ま

し
た
。
 

　
こ
の
発
表
会
に
は
、
　
の
団
体
等
が
参
加
し
、
 

　
演
目
で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。
 

　
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
の
飛
び
入
り
の
ほ
か
、
バ

ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
な
ど
の
新
た
な
分
野
に
挑
戦

す
る
姿
も
見
ら
れ
、
会
場
に
は
大
き
な
声
援
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。
 

　
奥
川
地
区
あ
げ
て
の
発
表
会
に
訪
れ
た
方
々

は
、
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
 

第
８
回
西
会
津
町
 

　
　
　
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ス
テ
イ
バ
ル
 

◆
　
月
６
日
（
日
）
さ
ゆ
り
公
園
体
育
館
 

　
　
　
　
　
　
　
　
西
会
津
中
学
校
体
育
館
 

　
　
　
優
　
勝
　
イ
ノ
マ
テ
ィ
ー
ジ
ャ
パ
ン
 

　
　
　
準
優
勝
　
日
本
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
 

　
　
　
第
３
位
　
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
．
ｃ
ｏ
ｍ
 

　
　
　
　
　
　
　
楽
球
愛
１
 

12

11 38

22

11

29

12

14

16

13

西中の『あいさつ運動』 
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　　　最低賃金（産業名） 
県最低賃金（下記産業を除く） 
非鉄金属製造業 
電子部品・デバイス・電子回路、電気 
機械器具、情報通信機器器具製造業 
輸送用機械器具製造業 
計量器・測定器・分析機器・試験機・ 
測量機械器具・理化学機械器具、時計・ 
同部品、眼鏡製造業 
自動車小売業 

最低賃金（１時間） 
６４４円 
７５７円 

７１３円
 
 

７４７円 
 

７４１円 
 

７４１円 

　農林水産省では、農林業・農山村の現状と変化を的確に捉え、きめ細かな農林行政を 
推進するために、２月１日現在で「世界農林業センサス」を実施します。 
　農林業を営んでいるすべての世帯や法人が対象で、１月中旬から統計調査員が訪問し 
調査を行います。 
　調査内容は統計以外の目的には一切使用されませんので、皆さんのご協力をお願いし 
ます。 
【問い合わせ先】 
　総務税政課総務係　　　４５－２２１１ 

45

4545

20

60
21

22

14

   　
今
年
も
町
県
民
税
と
所
得
税
の
確

定
申
告
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
２
月
８
日
か
ら
申
告
納
税

相
談
を
行
い
ま
す
。
 

　
円
滑
な
納
税
相
談
を
進
め
る
た
め
、
 

収
入
金
額
・
経
費
等
の
領
収
書
を
整

理
し
、
申
告
当
日
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
 

　
詳
し
い
内
容
・
日
程
・
会
場
な
ど

に
つ
い
て
は
、
後
日
チ
ラ
シ
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

  　
毎
年
１
月
１
日
現
在
、
事
業
の
た

め
に
所
有
す
る
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
 

町
へ
の
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
 

　
平
成
　
年
度
の
申
告
期
限
は
２
月

１
日
で
す
が
、
事
務
処
理
上
１
月
　

日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ
く
よ
う

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
今
月
中
に
申
告
書
用
紙
が
届
か
な

い
場
合
や
、
は
じ
め
て
事
業
用
の
資

産
を
所
有
す
る
場
合
は
、
申
告
書
類

を
送
付
し
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
 

　
な
お
、
申
告
書
様
式
に
つ
い
て
は
、
 

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
総
務
税
政
課
税
政
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
２
 

  　
点
検
商
法
と
は
、「
住
宅
や
布
団
な

ど
を
点
検
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
訪

問
し
、「
シ
ロ
ア
リ
が
い
る
」「
布
団

に
ダ
ニ
が
い
る
」
な
ど
事
実
と
異
な

る
こ
と
を
言
っ
て
消
費
者
の
不
安
を

あ
お
り
、
高
額
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス

を
契
約
さ
せ
る
も
の
で
す
。
 

◆
対
策
 

　
①
「
無
料
」
や
「
安
い
料
金
」
と
 

　
　
い
う
言
葉
に
注
意
す
る
。
 

　
②
い
ら
な
い
物
を
勧
め
ら
れ
た
ら
、
 

　
　
き
っ
ぱ
り
と
断
る
。
 

　
③
点
検
結
果
を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
 

　
　
心
配
な
場
合
は
信
頼
で
き
る
業
 

　
　
者
に
相
談
す
る
。
 

　
一
人
で
悩
ま
ず
に
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
経
済
振
興
課
商
工
観
光
係
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
２
２
１
３
 

　
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
 

　
　
０
２
４
―
５
２
１
―
０
９
９
０
 

    　
常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ

イ
ト
な
ど
の
名
称
に
か
か
わ
ら
ず
、

県
内
の
事
業
所
で
働
く
全
て
の
労
働

者
に
適
用
さ
れ
る
県
最
低
賃
金
が
改
 

正
さ
れ
ま
し
た
。
 

              【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
福
島
労
働
局
賃
金
室
 

　
　
０
２
４
―
５
３
６
―
４
６
０
４
 

   　
国
民
年
金
基
金
は
、
自
営
業
・
農

業
な
ど
、
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
の
方
が
加
入
で
き
る
「
国
民
年

金
法
」
で
定
め
ら
れ
た
公
的
な
年
金

制
度
で
す
。
 

　
○
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
 

　
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方
が
加
入
 

　
　
で
き
ま
す
。
 

　
○
毎
月
の
掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
 

　
　
で
異
な
り
、
受
け
取
る
年
金
額
 

　
　
は
加
入
口
数
に
よ
っ
て
自
由
に
 

　
　
設
計
で
き
ま
す
。
 

　
○
平
成
　
年
４
月
１
日
か
ら
掛
金
 

　
　
が
小
口
化
さ
れ
加
入
し
や
す
く
 

　
　
な
り
ま
し
た
。
 

　
○
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除
、
 

　
　
受
け
取
る
年
金
は
公
的
年
金
等
 

　
　
控
除
の
対
象
に
な
り
、
税
制
面
 

　
　
で
優
遇
さ
れ
ま
す
。
 

【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　
県
国
民
年
金
基
金
 

　
　
０
１
２
０
―
６
５
―
４
１
９
２
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みんなの声が響くまち 

県のキャラクター 

　「キビタン」 

■イメージ■  ◎
発
　
表
 

　
　
平
成
　
年
３
月
下
旬
に
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
 

　
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
入
賞
者
本
人
に
 

　
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
入
賞
者
以
外
に
は
通
 

　
知
し
ま
せ
ん
。
 

  ◎
応
募
先
 

　
〒
９
６
９
―
４
４
９
５
 

　
西
会
津
町
野
沢
字
下
小
屋
上
乙
３
２
６
１
　
 

　
西
会
津
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
政
策
室
 

　
　
　
―
４
５
３
６
 

　
Ｅ
メ
ー
ル
 

　
　seisak

u
@
to
w
n
.n
ish
iaizu

. 

　
　
　
　
　
　
　
　
　fu

k
u
sh
im
a.jp

 ◎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
利
用
方
法
 

　
　
採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
は
、
 

　
町
が
発
行
す
る
各
種
印
刷
物
へ
の
掲
載
や
キ
 

　
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ッ
ズ
・
着
ぐ
る
み
の
制
作
な
 

　
ど
に
利
用
す
る
予
定
で
す
。
 

  ◎
応
募
方
法
 

　
　
Ａ
４
用
紙
の
表
面
に
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
 

　
タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
、
裏
面
ま
た
は
別
紙
に
、
 

　
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
コ
ン
セ
プ
ト
（
作
品
の
簡
単
 

　
な
説
明
）
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
性
格
、
プ
ロ
 

　
フ
ィ
ー
ル
な
ど
の
ほ
か
、
応
募
者
の
住
所
、
 

　
氏
名
、
年
齢
、
職
業
（
学
校
名
）
、
電
話
番
 

　
号
を
明
記
の
う
え
、
郵
便
又
は
電
子
メ
ー
ル
 

　
で
応
募
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

　
　
な
お
、
電
子
メ
ー
ル
に
画
像
を
添
付
す
る
 

　
場
合
は
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
で
Ｊ
Ｐ
Ｇ
形
式
ま
た
 

　
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
と
し
、
画
像
の
フ
ァ
イ
ル
サ
 

　
イ
ズ
は
２
Ｍ
Ｂ
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。
 

  ◎
応
募
期
間
 

　
平
成
　
年
１
月
　
日
（
火
）
か
ら
 

　
　
　
　
　
２
月
　
日
（
月
）
ま
で
※
必
着
 

  ◎
賞
　
金
 

　
最
優
秀
賞
 

　
　
一
点
　
　
　
万
円
 

　
優
　

秀
　

賞
　
　
 

　
　
二
点
　
　
３
万
円
 

 ◎
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
考
え
方
 

　
　
　
　
　
　
（
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
）
 

　
　
今
回
制
作
す
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
町
を
 

　
総
合
的
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
、
町
の
魅
力
・
知
 

　
名
度
ア
ッ
プ
が
図
れ
る
も
の
で
誰
か
ら
も
親
 

　
し
ま
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
す
。
 

　
　
例
え
ば
、
福
島
県
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
 

　
タ
ー
「
キ
ビ
タ
ン
」
の
よ
う
に
多
く
の
人
に
 

　
親
し
ま
れ
る
よ
う
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
 

　
ン
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
 

  ◎
応
募
資
格
 

　
　
町
内
・
町
外
問
い
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
 

　
応
募
で
き
ま
す
。
 

  ◎
応
募
規
定
 

　
◆
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
、
着
ぐ
る
み
と
し
て
制
 

　
　
作
可
能
な
も
の
と
し
ま
す
。
 

　
◆
応
募
者
が
著
作
権
を
有
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
 

　
　
の
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。
　
 

　
◆
応
募
点
数
に
制
限
は
設
け
ま
せ
ん
が
、
応
 

　
　
募
一
点
に
付
き
一
作
品
と
し
ま
す
。
 

　
◆
応
募
に
要
す
る
費
用
は
、
応
募
者
の
負
担
 

　
　
と
し
ま
す
。
 

　
◆
採
用
作
品
の
著
作
権
・
二
次
使
用
権
・
商
 

　
　
品
化
権
・
そ
の
他
一
切
の
権
利
は
、
町
に
 

　
　
帰
属
す
る
も
の
と
し
ま
す
。
 

　
◆
採
用
作
品
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、補
作
、
 

　
　
修
正
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

　
◆
応
募
作
品
は
、
返
却
し
ま
せ
ん
。
 

　
◆
応
募
に
伴
う
個
人
情
報
は
、
本
募
集
に
関
 

　
　
す
る
目
的
以
外
に
使
用
し
ま
せ
ん
。
 

45

22

12

22

22
10
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須　藤　力　造（79）忠　安　　父　　２町内 
山　本　　　節（101）健　郎　父の妻　３町内 
池　田　照　子（81）清　志　妻の母　７町内 
片　浦　千　代（94）清　孝　　母　　８町内 
山　内　久　馬（79）一　朝　　父　　芝　草 
長谷川　道　夫（79）モ　ト　　夫　　安　座 
安　井　美惠子（58）柴野　拓　妻の母　西　原 
三　留　フ　ミ（94）嘉　平　母の母　さゆりが丘 
伊　藤　亀　次（88）仁　也　　父　　泥浮山 
田　崎　ト　ク（92）眞　平　　母　　長　桜 
鈴　木　ヒ　デ（100）アイ子　　母　　山　口 
伊　藤　金　吾（90）和　雄　　父　　上野尻 
山　形　睦　子（66）　尚　　　妹　　徳　沢 
佐　藤　�　郎（85）キエ子　　夫　　白　坂 
大　竹　朝　喜（86）隆　一　　父　　　原 
佐久間　　　武（75）タカ子　　夫　　新　町 

人　口　　７，９９８人　　　－１３人 
　男　　　３，８３２人　　　－　６人 
　女　　　４，１６６人　　　－　７人 
世　帯　　２，９０２世帯　　－　６世帯 

〈前月比〉 

〈敬称略〉 

齋　藤　光　英　　９町内１ 
小　関　　　梓　　宮城県 
 
�　田　新　一　　松　尾 
岩　田　由　基　　会津若松市 
 
佐　藤　和　也　　西　林 
中　島　由　香　　喜多方市 

◆日時　１月 7日（木） 
　　　　　　27日（水） 
　　　　午前９時～正午 
 
◆場所　老人憩の家 
 
◆電話　４５－４２５９ 

1月の納税等 
○水道料金・下水道料金 
○ケーブルテレビ使用料 
○インターネット使用料 

1月12日（火） 納期限 

1月16日（第３週）受付時間11時まで 

　　西会津診療所　　４５－４２２８ 

和　田　偉　月く　ん　武士・友恵　　10町内 

小　林　優　翔く　ん　正裕・妃奈子　芝　草 

須　藤　瑞　貴く　ん　雅克・亜紀　　萱　本 

武　藤　ひのでちゃん　達也・志穂　　井　谷 

い　つ　き 

ゆ　う　と 

み　ず　き 

※休日当番医・歯科医は変更になる場合があります。受診 
　の際は、電話で確認するなどして受診してください。 

県立喜多方病院  
山田産婦人科医院 
小島原内科クリニック 
わたなべクリニック 
蛯谷整形外科医院 
小 野 病 院  
ゆうゆうクリニック 
い な に わ 医 院  
いとうこどもクリニック 
力神堂ひぐち眼科 
有 隣 病 院  
渡 邉 小 児 科医院  
黒河内内科小児科神経科医院 
に い で ら 診 療所  
森 田 小 児 科医院  
小野木クリニック 
佐 原 病 院  
あきもと整形外科クリニック 
林 谷 内 科 医 院  
そね内科クリニック 
扇町渡部小児科アレルギー科医院 
穴沢耳鼻咽喉科医院 
菅 原 医 院  
県 立 喜 多 方病院  
い と う 眼 科  
荒川胃腸科内科クリニック 
長谷川内科消化器科医院 
さとう小児科医院 
ク リ ニ ッ ク荒木  

0241（28）2181 
0241（22）6300 
0242（36）6533 
0242（24）0506 
0242（24）6511 
0241（22）0414 
0241（22）2111 
0242（76）1728 
0242（27）4601 
0242（37）2977 
0241（24）5021 
0241（22）3133 
0242（26）7815 
0242（38）3676 
0242（27）7686 
0242（26）5533 
0241（22）5321 
0241（21）1515 
0242（22）0408 
0242（33）1024 
0242（25）5515 
0242（29）0033 
0242（83）2311 
0241（28）2181 
0241（22）5900 
0242（32）2201 
0242（22）7180 
0242（24）0830 
0242（32）9229

 
喜多方市 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市 
 
 
会津若松市 
 
 
喜多方市 
 
 
会津若松市 
 
会津坂下町 
 
喜多方市 
 
 
会津若松市 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

猪苗代町 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
喜多方市 
会津若松市 
会津坂下町 
会津若松市 

斉 藤 歯 科 医 院  
こ し ば 歯 科医院  
猪 俣 歯 科 医 院  
栗城宏昌歯科医院 
宮 澤 歯 科 医 院  
栗 城 歯 科 医 院  
斎 藤 歯 科 医 院  
桑 原 歯 科 医 院  
小 久 保 歯 科医院  
飯寺ファミリー歯科クリニック 

0242（66）2341 
0242（27）4374 
0242（83）3100 
0242（28）4350 
0241（21）1166 
0242（24）6711 
0241（27）7711 
0242（26）4023 
0242（83）2421 
0242（27）0648

10 
（日） 

10 
（日） 

11 
（月） 

11 
（月） 

17 
（日） 

17 
（日） 

24 
（日） 

24 
（日） 

31 
（日） 

31 
（日） 

医 療 機 関 名  　電 話 番 号 日
 
地　　区 

○町 県 民 税 第 ４ 期  
○国民健康保険税第５期 
○長寿医療（後期高齢者）保険料第５期 
○介護保険料第７期 

2月 1日（月） 納期限 


